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人々の交通事故対策への関心は高まっており，多くの対策が行われているが，現在生理指標からの対策を検

討する研究は少ない。平成11年 より運転時での携帯電話の利用が禁止され，携帯電話関連での事故は減少して

きたが，現在でもまだ違反をしている人がいる事は事実である。本実験では携帯電話を使用した運転は，どれ

ほど危険性が高いか脳波の集中度から評価をしていく．そこで交通事故対策の為の道路環境の改善を検討する

方法として，生理指標の中でも脳波による評価を行い，道路環境が運転者に与える影響を調査した．  
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1.目的 

近年，人々の交通安全への関心が高まっていることか

ら交通事故防止策を考えることは更に重要になって

いる．交通事故防止策には，自動車の制御や，交通ル

ールの変更 1)など様々な方法がある．土木工学の視点

から交通事故防止策を考えた際，道路周辺の「景観」

や標識・トンネルなどの「道路交通施設」といった「道

路環境」の改善が考えられる．図-1 より平成 23 年警

察庁の統計によると交通事故の原因は脇見運転が

17％で漫然運転は 18%で安全不確認が 10%である．漫

然運転は運転者の生理や心理に関わっているとされ

る．しかし，道路環境の向上を考える際に，生理指標

の観点から考えている研究は少ない．特に脳波につい

てはまだ研究が行われていないのが現状である 2)3)．す

べての視覚情報は脳を通して処理され，それに対し人

は反応し行動する為，視覚が主な情報源となる運転時

において脳波は重要な生理指標であり，生理指標に脳

波を用いて道路環境を評価し交通事故防止を考える

ことは，今後の交通事故防止に役立つといえる． 

平成 11 年度より運転時での携帯電話の利用が禁止さ

れ，携帯電話関連での事故は減少してきたが，現在で

もまだ違反をしている人がいる事は事実である．   

本実験では，予備実験として携帯電話使用時に生じる

注意散漫状態を実験的に再現し脳波にどのような影

響を及ぼすかを脳波測定機により評価を行う事を目

的とする． 

 

図-1 平成 23 年度事故原因割合 
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力駅前通りから真っ直ぐに走行し緑道を左折し日本

体育大学交差点を右折するルートである． 

図-9 道路を真っ直ぐに進むだけの動画のルート 

 

 

写真-3 玉堤通り 

 

図-10 道路を左折右折する動画のルート 

 

 

写真-4 用賀中町通り 

図-11 狭い道路を左折右折行う動画のルート 

 

 
写真-5 日本体育大学付近の緑道 

 

12.実験結果 

 低集中度街路、中集中度街路、高集中度街路での被

験者全員の平均集中度をグラフ化したものを図-12 に

示す。低集中度街路、中集中度街路、高集中度街路で

の携帯電話使用時の被験者全員の平均集中度をグラ

フ化したものを図-13 に示す。 

低集中度街路における携帯電話使用時，不使用時の

比較を図-14 に示す．中集中度街路における携帯電話

使用時，不使用時の比較を図-15 に示す．高集中度街

路における携帯電話使用時，不使用時の比較を図-16

に示す． 

低集中度街路，中集中度街路，高集中度街路の被験

者集中度平均，携帯電話使用時の被験者集中度平均を

図-17 に示す． 

 

図-12 低、中、高集中度街路での被験者全員の平均集

中度グラフ 

 



 
図-13 低、中、高集中度街路での携帯電話使用時の被

験者全員の平均集中度グラフ  

 

 

図-14 低集中度街路における携帯電話使用時の比較 

 

 
図-15 中集中度街路における携帯電話時使用時の比

較 

 

 

図-16 高集中度街路における携帯電話使用時の比較 

 

 
図-17 低，中、高集中度街路携帯電話使用の結果 

 

13.考察 

 全ての脳波で被験者個々による違いはあったが似

ている傾向がある被験者が多く見受けられた． 

 図-12 より高集中度街路で集中度が一番高いと考え

られたが中集中度街路が一番高い数値を示した．原因

として，考えられる事は低集中度街路，中集中度街路

の動画では前方車両が走行していたが高集中度街路

では前方車両が走っていない事が集中度に反映され

た事が考えられる． 

 図-13 より携帯電話使用時では，高集中度街路>中集

中度街路>低集中度街路の順番で集中度が高い事が解

った．高集中度街路では左折右折に車幅のない街路を

走る事からこのような結果が出た事が考えられる  

図-14～15 のグラフより低集中度街路、中集中度街

路では 20 もの平均値の差があり携帯電話の使用時の

危険性を表している．図-15 では集中度平均の差は 5

程度違いがあるが低集中度街路，中集中度街路に比べ

るとあまり違いは無い．    

原因として，低集中度街路，中集中度街路には前方

車両があったのに対し高集中度街路では前方車両が

無かった事が原因と考えられる． 

13-2 被験者のタイプ別による考察 

 被験者アンケートにより運転の頻度を調査したものを

表-1 に示す．習得年齢については実験対象者の全員が学

生だったことから区別が難しいため着目せず，運転の頻

度により分ける事とした．分け方として，週に 2 回以上

運転する人を運転熟練者と定め，それ以外を運転未熟

者と定めた．運転熟練者は 14 人中 6 人居た．低集中

度街路，中集中度街路，高集中度街路の運転頻度によ

る比較したものを図-18，図-20，図-22 に示し，また各

街路による運転未熟者，運転熟練者の携帯電話使用時

の比較を図-19，図-21，図-23 に示し，運転未熟者，携

帯電話使用による比較を図-24，図-25，図-26 に示し．



運転熟練者の街路の携帯電話使用時の比較を行った

ものを図-27，図-28，図-29 に示す． 

 また実験結果の細かな数値を表-2、表-3 に示す． 

 運転好きが 13 人運転嫌い 1 人で比較を行う事が出

来ず，また事故経験者も 14 人 2 人しかおらず対象者

が少ない事から本実験では運転頻度のみで比較を行

う事にした． 

 図-18，図-20，図-22 から熟練者より未熟者の方で集

中度が高い結果がでた．原因として熟練者は普段運転

している事から運転に慣れていてどの場面で集中し

なくてはいけないかが普段の運転から学習をしてお

りその事が一番の原因であると考えられる． 

 携帯電話使用時でも携帯電話不使用時と同じよう

な熟練者と未熟者の差が出た．携帯電話を使用すると

熟練者も未熟者も同じように全体的に集中度が下が

る事が解った． 

 また，図-19，図-21，図-23 より熟練者が集中度上が

る場面で未熟者は集中度が下がる傾向が多くみられ

た．多くの熟練者の動画視聴で意識した所が人や歩行

者といった解答が多く見受けられた．動画みて確認す

るとそのような場面が多く見受けられる事からも熟

練者と見熟練者の大きな違いは歩行者に意識を向け

ているかだと考えられる． 

 図-24 の運転未熟者の低集中度街路での携帯電話使

用でも携帯電話使用時の方が，集中度が低い事が解り

運転熟練者でも図-27 より同様な結果になった事が解

った．グラフ自体も同じ様な形のグラフを示したが携

帯電話を使用している事により集中度自体は低いも

のとなった． 

 図-25 の運転未熟者の中集中度街路での携帯電話使

用でも．同様に携帯電話使用時の方が，集中度が低い

事が解る．未熟者では 160 秒から 170 秒の間では携帯

使用時の方が，集中度が高くなる事が解った．原因と

してこの 160 秒から 170 秒で前方車両との車間が広が

り携帯不使用時では集中度が若干減少したが，携帯使

用時では話に集中してしまいこのような結果がでた

事が考えられる．図-28 の運転熟練者では集中度平均

が 10 程度の差しか見受けられなかった．原因として

赤信号で 2 度程止まった事で集中度に差が生まれなか

った事が考えられる． 

 図-26 の運転未熟者では携帯使用時も携帯不使用時

もあまり差がない．グラフ自体も非常に似ている傾向

を示している．また図-29 の運転熟練者でも差があま

り見られず，グラフ自体も似ている傾向を示している．

高集中度街路の動画では，狭い動画を左折右折する為

携帯電話使用をしていても常に集中しなくてはいけ

ない事が原因ではないかと考えられる．だが未熟者で

の携帯電話使用時と携帯電話不使用時を比べると 3 分

間の動画視聴で一番集中度があがる 70 秒付近で携帯

電話不使用時と比べると集中度の上りに遅れが見え

る．狭い街路でも携帯電話使用による影響を受ける事

が解る． 

 

 

図-18 低集中度街路における運転頻度の比較 

 

 

図-19 低集中度街路における携帯電話使用での運転

頻度の比較 

 

 
図-20 中集中度街路における運転頻度の比較 



 
図-21 中集中度街路における携帯電話使用での運転

頻度の比較 

 

 

図-22 高集中度街路における運転頻度の比較 

 

 

図-23 高集中度街路における携帯電話使用での運転

頻度の比較 

 

 
図-24 運転未熟者の低集中度街路での携帯電話使用

による比較 

 
図-25 運転未熟者の中集中度街路での携帯電話使用

による比較 

 

 
図-26 運転未熟者の高集中度街路での携帯電話使用

による比較 

 

 
図-27 運転熟練者の低集中度街路での携帯電話使用に

よる比較 

 

 

 
図-28 運転熟練者の中集中度街路での携帯電話使用に

よる比較 

 



 

図-29 運転熟練者の高集中度街路での携帯電話使用

による比較 

 

 

表-1 運転頻度アンケート回答 

  運転頻度 

  毎日 週２日以上 月 2 回以上 月 1 回以下

a       ○ 

b       ○ 

c   ○     

d       ○ 

e ○       

f   ○     

g ○       

h       ○ 

i       ○ 

j       ○ 

k   ○     

l       ○ 

m   ○     

n       ○ 

 

表-2 運転未熟者の街路、携帯電話使用での結果 

運転未熟者 

  携帯電話使用無し 携帯電話使用有り

低集中度

街路 
61 41.5

中集中度

街路 
65.7 45.1

高集中度

街路 
56.1 51.2

 

 

 

表-3 運転熟練者の街路、携帯電話使用での結果 

運転熟練者 

  携帯電話使用無し 携帯電話使用有り

低集中度

街路 
51.2 37.1

中集中度

街路 
53.5 38.4

高集中度

街路 
51.2 47.7

 

13-3 動画視聴時向上下降場面(1 階微分-5 点公式)評価 

低集中度街路の動画内で 1階微分-5 点公式評価を行

うと図-31の街路低 39秒付近の場面で微分値の正の変

化で一番数値が高い結果が出た事が解った．考察を行

うと前方車両が右折をする為に，急に速度を落として

いる事で被験者は追突してしまう事から集中度が上

がった事からこのような結果が出る事が解った．図-31

内の右のグラフは 39 秒付近での被験者全員の 1 階微

分-5 点公式評価を行ったものであり，上は微分値の範

囲別に分けたグラフ．下が携帯電話使用時と携帯電話

不使用時の差を表したグラフ．グラフより携帯電話不

使用時の被験者では，14 人中 13 人が微分値正の符号

を示す事が解った．携帯電話使用時の被験者では 14

人 5 人という事が解った．原因として会話に集中して

しまい動画の変化に気づく事が出来ず集中度に変化

が出なかった事が考えられる． 

 中集中度街路の動画内で 1階微分-5点公式評価を行

うと図-の中集中度街路 136 秒付近の場面で微分値の

正の変化で高い数値を示した．こちらも前方車両の車

間が右折をする為に速度を減速する事で車間が近づ

く事から集中度が上がった．被験者の 14 人中 9 人が

微分値正の符号を示す事が解った．携帯電話使用時で

は，14 人中 8 人が微分値不の符号を示す事が解った． 

このことから，携帯電話使用時では車間が縮まっても

反応がしない傾向がある事が解る． 

高集中度街路の動画内で 1階微分-5 点公式評価を行

うと図-32-の街路高 71 秒付近の場面で微分値の正の

変化で高い数値を示した．この場面では黄色信号から

赤信号に変わる時に原付自転車 1 が活きよい良く左折

してきて，反対車線にはみ出しそうになりながら走行

していた．被験者は本実験の車両は赤信号であった為，

停止していたが原付自転車がはみ出しそうになり衝



突する危険性を感じ集中度が向上したのではないか

と考えられる．図-32 よりも被験者の 14 人中 11 人で

集中度が向上した事からもこの事がいえる．携帯電話

使用時では 14 人中 8 人の被験者が向上した事から携

帯電話使用により街路景観に注意を向ける事が減少

する事が解る． 

図-33 は動画視聴内で漫然運転が起きやすい前方車

両と車間が大きくある，歩行者がいない，景観が開け

た場所に着目を起き低集中度街路 73 秒では，この条

件と一致する景観であった．低集中度街路 39 秒付近

の場面で 1 階微分-5 点公式評価を行うと被験者 14 人

中 10 人で集中度が低下する結果が出る事が解った．

更にこの動画内では，真っ直ぐ走るだけの動画である

為動画視聴に対し少なからず飽きが生じてしまった

事があると考えられる． 

 

図-30 低集中度街路での特徴的なシーンによる微分

での検討 

  

 

図-31 中集中度街路での特徴的なシーンによる微分

での検討 

 
図-32 高集中度街路での特徴的なシーンによる微分

での検討 

 

図-33 低集中度街路での特徴的なシーンによる微分

での検討 

 

14.まとめ 

本実験で携帯電話使用による運転が運転に対し集

中度を低下させ事故の確率を上げてしまう事が解り，

携帯電話使用による運転が危険と言う事を証明した． 

 

街路に対する変化 街路状況に対する変化は

差ほどなく前方車両の車

間や，対向車線を最初に

意識を向ける事が解る． 

運転頻度での比較 運転未熟者は運転熟練者

に比べ運転慣れていない

為に集中度が高い結果が

出る． 

携帯電話使用による比較 携帯電話を使用する事に

集中度が低下する事が解

る．また運転熟練者や運

転未熟者でも同様に携帯

電話使用時の集中度が下

がる傾向が見受けられ

る． 
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A background  

Although concern about people's measure against a traffic accident is increasing and many measures are performed, there 

is little research which works on the measure from the present physiology index. Heisei 11   Although use of the mobile 

phone in the time of operation was forbidden and the mobile phone-related accident has decreased, it is a fact that there are 

those who are still in violation even now. In this experiment, operation which uses a mobile phone is high-risk however, or 

carries out evaluation from the degree of concentration of brain waves.  

Then, as a method of considering an improvement of the road environment for the measure against a traffic accident, also 

in the physiology index, evaluation by brain waves was performed and the influence which road environment has on a 

driver was investigated. 

result 

Change to a street   

There is no change to a street situation like a difference, and between the cars of front vehicles and the opposite lane are 

known by turning consciousness first. 

Comparison by operation frequency 

 Since, as for no operation inexperienced person, there is operation practice  compared with an operation expert, a result 

with high degree of concentration comes out. 

Comparison by mobile phone use 

 It turns out that degree of concentration falls to using a mobile phone.  

Moreover, the tendency for the degree of concentration at the time of mobile phone use to fall similarly can also see an 

operation expert and an operation inexperienced person. 


